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2022 年前期・進捗報告（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年 10 ⽉ 14 ⽇ 
● 事 業 名 ： ＵＥＤＡ次世代⽀援プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： 認定特定⾮営利活動法⼈侍学園スクオーラ・今⼈ 
 

① 実績値＝原則、2022 年 4 ⽉〜9 ⽉末の実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 
現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加⼈数等もわかるように書
いてください＝別紙⼀覧でも可) 

進捗
状況
＊ 

1.⻑野県東信地域において、
不登校児童⽣徒及び無業若
年者、その家族が、本事業の
内容（コミュニティカフェ、
公開授業・相談会）を知り、
関わるようになる。 

①コミュニティカ
フェ利⽤者数 
Ａ：当事者、Ｂ家族
(以下、同） 
公開授業・相談会参
加者数 

①100 名（年
間） 
A ： ４ ０ 名 
B：60 名 
②80 名（年間） 
A ： ３ ０ 名 
B：５０名 

2023 年 3
⽉ 

①コミュニティカフェ全 13 回（4/11，5/9，5/23、6/6，6/20，
6/24，7/11，7/20，8/8，8/22，9/12，9/5，9/30）上⽥映劇、侍
学園の庭 
A,のべ 160 名（達成率 400％） B、のべ 57 名（達成率 95％） 
②公開授業（5/21、8/27） 
A,12 名（達成率 40％）B,21 名（達成率 42％） 
※②公開授業へ当事者参加数が少ない原因は、5/21 の回が、保護
者向けのものだったことと、まだまだコロナ禍という理由もある。 
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2.⻑野県東信地域において、
不登校児童⽣徒及び無業若
年者が、コミュニティカフ
ェ事業に継続的に参加し、
運営（の⼀部）を担う。 

コミュニティカフ
ェ運営者数・協⼒者
数 

30 名（3 年間） 

2023 年 3
⽉ 

①2020 年度 のべ。32 名。2021 年度のべ 73 名。2022 年度前期
のべ 29 名。（サムガク⽣＋ケイジ、サポステ、⼥⼦短期） 
（達成率 96％） 
合計のべ 134 名。 
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３．⻑野県東信地域におい
て、学校関係のこの問題に
関する関⼼・認知が⾼まり、
本事業の内容を知り、関わ
るようになる。 

①コミュニティカ
フェ利⽤学校関係
者数 
②公開授業・相談会
参加学校関係者数 

①20 名（年間） 
②30 名（年間） 

2023 年 3
⽉ 

①6 名 （達成率 30％） 
②5 名（5/21、8/27）（達成率 16％） 
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４．⻑野県東信地域におい
て、関係団体・関係者が不登
校児童⽣徒等の「⽀援の場
所」「居場所」として、映画
館の活⽤に参画・協⼒する。 

①来場者の所属機
関の数（学校・病院・
その他の⽀援団体
等） 
②イベント等の情
報を得た場所の数 
③コミュニティカ
フェや公開授業を
サポートする市⺠
ボランティア数 

① 30 カ所 
②30 カ所 
③10 名 

2023 年 3
⽉ 

①27 か所（侍学園・リベルテ・若者サポートステーションシナ
ノ・動物愛護センター ハローアニマル・東信教育事務所・だら
っと・かえるの家・⻑野⼤学・⻘⽊中学校・丸⼦中央病院・千
曲荘病院・東⼝クリニック・⼤⽇向⼩学校・南⼩学校・東塩⽥
⼩学校・地球環境⾼校・丸⼦中学校・信⼤付属⻑野中学校・上
⽥市⼦育て⽀援課・いろいろ倶楽部・東信⼦ども若者サポート
ネット・おけまる⾷堂・ハタラクリエイト・緘黙研究所・ミッ
クスポーツ・アソビノ・ヤドカリ ） 
②コミュニティカフェ 94 か所（上⽥市⼩学校２５校、他東信
地域⼩学校３５校、上⽥市中学校１２校、他東信地域中学校１
４校 、こどもサポートうえだ、だらっと、そらいろパレット
事業、⼩諸登校拒否・不登校・ひきこもりに学ぶ親の会「はじ
めのいっぽ」・居場所「よっといで」、ワーカーズコープ上⽥事
業所おけまる⾷堂(こども⾷堂) 、⼩諸市教育⽀援センター、
千曲市総合教育センター、動物愛護センター ハローアニマル） 
 公開授業 20 か所（企業組合労協ながの、特定⾮営利活動法⼈
ジョイフル、NPO 法⼈⼦ども・若者サポートはみんぐ、上⽥千曲
⾼等學校 定時制、東御清翔⾼等学校、上⽥⾼等学校 定時制、蓼
科⾼等学校、さくら国際⾼等学校、地球環境⾼等学校、野沢南⾼等
学校 定時制、⼩諸商業⾼等学校 定時制、上⽥市 健康推進課、
東信⼦ども・若者サポートネット、動物愛護センター ハローア
ニマル、東信教育事務所 学校教育課、上⼩圏域障害者就業・⽣
活⽀援センターSHAKE、上⽥市 地域雇⽤推進課、ひとまちげん
き・健康プラザ、こども若者サポートステーションシナノ、上⽥映
劇） 
③5 名 
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5.総合⽀援⼠が本事業にて
経験値を重ね、スキルアッ
プすることにより、継続的
なアフターケア活動のモデ
ルができる。 

①コミュニティカ
フェの参加者に対
してアフターケア
を⾏った数 
②公開授業・相談会
の参加者に対して
アフターケアを⾏
った数 
③アフターケアの
蓄積により開発し
た⽀援プラン数 

① ３０名 
②３０名 
③１０（3 年間） 

2023 年 4
⽉ 

①2 名（メール対応、イベント誘導など） 
②5 名 
③6 ケース。⽉に 1 回チームでケース会議を⾏い、各回 1 ⼈ずつ
の⽀援プランを作成。9 ⽉には 3 ⼈の SSW と宮尾⽒、チームメン
バー4 名の合計 8 名で拡⼤ケース検討会議を開催。6ケースを更に
検討した。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
・初年度は⽉１回、２年⽬は⽉２回、今年度は⽉３回のコミュニティカフェカフェを開催。３回のうち１回は出張サムカフェとして、屋外で焚⽕を囲みながら
のイベントを⾏う。カフェ利⽤のレギュラーメンバーだけでなく、⼤学⽣や主婦、保護者や⼦どもたちなど通常のサムカフェよりも客層が幅広い。利⽤料 100
円または差し⼊れ１品を持ちよりという負担の少ない形で⾏った。事業終了後も継続するための形が⾒えたように思う。（映画館とは離れてしまう問題はある） 
※焚⽕を⾏うカフェは真夏や真冬の開催はしていない。 

 
 



4 
 

③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している þその他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：カフェの備品（コーヒーメーカー、ウォーターサーバー、ポットなど） 
 
2. 広報 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
TV 
NHK「イブニング信州」（6/8） 
NHK「おはよう⽇本」（6/9） 

 
新聞 
信濃毎⽇新聞（5/5） 
朝⽇新聞（8/21） 
 

2.広報制作物等 
5/21 公開授業チラシ ６００部 
8/27 公開授業チラシ ６００部 

3.報告書等 
 
3. イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
5/21 公開授業 
8/27 公開授業 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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